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臨 済 宗 81 41.5 101 51.8 13 6.7 195 100.0 
曹 洞 宗 63 41.4 78 51.3 11 7.2 152 100.0 
真 　 宗 35 48.6 34 47.2 3 4.2 72 100.0 
浄 土 宗 25 37.3 39 58.2 3 4.5 67 100.0 
天 台 宗 13 37.1 18 51.4 4 11.4 35 100.0 
日 蓮 宗 2 8.0 19 76.0 4 16.0 25 100.0 
黄 檗 宗 3 27.3 8 72.7 0 0.0 11 100.0 
時 　 宗 0 0.0 2 100.0 0 0.0 2 100.0 
そ の 他 2 50.0 2 50.0 0 0.0 4 100.0 
不 　 明 8 18.2 35 79.5 1 2.3 44 100.0 























臨 済 宗 66 39.5 89 53.3 12 7.2 167 100.0 
曹 洞 宗 177 37.8 272 58.1 19 4.1 468 100.0 
真 　 宗 190 42.6 246 55.2 10 2.2 446 100.0 
浄 土 宗 156 34.2 293 64.3 7 1.5 456 100.0 
天 台 宗 2 14.3 12 85.7 0 0.0 14 100.0 
日 蓮 宗 10 33.3 19 63.3 1 3.3 30 100.0 
黄 檗 宗 1 33.3 2 66.7 0 0.0 3 100.0 
時 　 宗 1 33.3 2 66.7 0 0.0 3 100.0 
不 　 明 4 4.9 75 91.5 3 3.7 82 100.0 
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含め，それらは基本的には文字学習の場であり，直
接の仏教教育の場ではなかったといわざるをえな
い。しかし同時に，寺子への仏教的影響を排した実
践があえて行われていたわけでもないだろう。とく
に寺院が手習塾を開く場合，その寺院という宗教空
間がもつ意味は決して軽視できない。本堂が教場に
使われれば，寺子は本尊や脇侍の仏像，内陣や外陣
の荘厳を目にしたであろう。内陣にかかる祖師や高
僧の掛絵軸，名号軸も目にするであろう。
　少しまえのことであるが，埼玉県加須市の徳性寺
（真言宗）において，赤い法衣を着用した僧侶が手
習指南する様子が描かれた絵馬（図11）が公開さ
れた55。向かって右の奥に座るのが、その僧侶であ
る。絵馬には僧侶を表象する象徴的なモチーフが意
図的に選ばれた可能性があり，この僧侶が普段の手
習指導からこうした法衣を着用していたかは定かで
ないが，師匠（僧侶）の衣装や威儀が寺子に残す印
象はどのようなものであっただろうか。
　寺院の手習塾において，仏典を使って教義や思想
を教える仏教教育は行われずとも，そこに居る者に
対して自ずとその寺院という空間が作用する仏教的
影響は排されるものではない。空間を構成する要素
は，鐘の音，香の臭い，読経の声などもあり，多様
である。その全体が寺子に対し，陰に陽に与える影
響の実際は測りようもないが，あるいは宗教的情操
と呼んでよいような広義の人間形成作用に通じる契
機が，手習という文字を学ぶ行為のそばで生じてい
たなら，この意味における仏教教育の可能性をまな
ざすことは，決して無意味な作業でないはずである。
文字学習の場としての近世寺院の性格を把握しつ
つ，仏教教育の場としてのそれも重ねて検討してい
くことは，近世寺院の教育史的意義を多層的に探求
していく視角になると考える。今後も考察を継続し，
研究の進展を図りたい。
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